
検討年月日 令和6年1月15日

事業所名 波の音児童発達支援センターはまっこ

はい いいえ
どちらと
もいえな
い

わからない
意見を踏まえた

対応

① 18 0 0 0

砂場については近隣住民へ
の配慮として設置すること
は難しい為、隣接する同法
人こども園を利用できるよ
うになっている。

② 11 0 4 3

フォローが必要な際にはお
互いの声掛けを今後も行
い、安心・安全な療育が行っ
ていけるよう努めていきま
す。

③ 17 0 1 0

④ 14 0 4 0

施設設備としての予算が物
価高騰により厳しい中にあ
りますが、今後予算検討して
いきたいと思います。

フォローが必要な時間は職
員同士で連携をとっていけ
るように努めます。

生活空間は子どもにわかりや
すい構造化された環境となっ
ているかまた、障害の特性に
応じ事業所の設備等は、バリ
アフリー化や情報伝達等への
配慮が適切にされているか。

教室に記録をしやすい机（場所・照
明）が欲しい。
空気がきれいになっている。
掲示が少なく、空間が整っている。
視覚刺激を減らしつつも、必要に
応じて支援を取り込んでいる。

生活空間は清潔で心地良く過
ごせる環境であるか。また子
ども達の活動に合わせた空間
になっているか。

教室にもうひとつ大きい掲示板が
あると、作品やプリントを掲示しや
すい。養生テープはとれやすい為。
給食後～午睡までの時間がタイト
で床掃除が丁寧にできていない。
また、職員がバタついてしまってい
る。
新園となり環境としても良いと思
う。

環
境
・
体
制
整
備

子どもの活動スペースが十分確
保されているか。

園庭で砂遊びができたらいいなと
思う。
室内も広いスペースとなってい
る。
引っ越してよかった。綺麗でスペー
ス有。

職員の配置数や専門性は適
切であるか。

3：1は守られているのが、子の様
子によってはもう少し配置の数を
増やしてもらえると現状として担
当クラスはたすかっている。
国の基準よりも+αでの配置となっ

ている。
社会が求めるニーズの変化につい
ては日々皆で学び続けることは継
続的にやっていけるといいと思い
ます。
療育経験はまだ短く、専門性とい
われると私事ではあるが自信はな
い。

質問内容 意見

事業所における自己評価表(公表）
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はい いいえ
どちらと
もいえな
い

わからない
意見を踏まえた

対応
質問内容 意見

⑤ 15 0 0 3

⑥ 14 0 2 2
フリー職員に共有できるよ
う伝達・連携をより一層努め
ていきたいと思います。

⑦ 16 0 1 1

⑧ 17 0 1 0
保育所、認定こども園、幼稚
園との交流があるか。

はまっこに移転してから波の音と
の交流が増えた。
波の音こども園との交流が増え、
子どもの新たな一面を見る事がで
きた。
波の音こども園とは行事、学年交
流など積極的に取り入れている。

適
切
な
支
援
の
提
供

子ども、保護者のニーズや課
題が客観的に分析された上で
個別支援計画が作成されて
いるか。

モニタリング、アセスメント等に時
間をとり、作成している。

個別支援計画に沿った支援が
行われているか。

個別の記録に支援計画ごとの項目
ができ、以前より支援計画を意識
して関われている。
クラスの先生同士は計画に沿うよ
うにしているが、たまに入られる先
生だとうまく伝わらないこともあ
る。
クラスにしっかり落とし込めるよう
計画表も分かりやすいのもに改良
された。
以前よりサービス計画、個別支援
計画など職員の意識が定着してき
ていると思います。

活動プログラムが固定化しな
いよう工夫されているか。

波の音との交流で今まで経験でき
なかったことができるのが嬉しい
です。
室内遊びにおいても、様々な取り
組み活動を行い、戸外でも園外交
流等プログラムとして子どもたち
に様々な経験の提供ができてい
る。
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はい いいえ
どちらと
もいえな
い

わからない
意見を踏まえた

対応
質問内容 意見

⑨ 13 0 0 5

⑩ 12 0 1 5

⑪ 15 0 0 3

⑫ 18 0 0 0

⑬ 9 0 1 8

保
護
者
へ
の
説
明
等

利用開始前に重要事項説明
書、契約書、利用料について
説明をされたか。

保護者へ必ず行っている。

保護者に対して家族支援プロ
グラム（ペアレントトレーニン
グ等）が行われているか。

家庭で行える支援を具体的に伝え
ている。
保護者から園と同様のスケー
ジュールや絵カード、ルールを設け
る声を聞きます。

日頃から子どもの状況を保護
者と伝え合い子どもの健康や
発達の状況、課題について共
通理解ができているか。

個別面談が増え、保護者の意見を
聞き、知る機会が増えた。又、書面
に残すことで、経過も見ることがで
きてよい。
個人懇談を通して、子どもの悩み
について話す事ができている。
個別の質問に対して寄り添いなが
ら、伝えている。
母子療育（親子）もあるため、日頃
から話す機会も多い。
伝える機会を設けても伝わりづら
い時があるが、その都度丁寧に対
応できていると思います。支援者
があきらめず伝えることは今後も
大切にしたいです。

定期的に保護者に対して面談
や助言等支援が行われている
か。

面談が多く行われていると思う。
個別面談も保護者ニーズに添って
取り入れている。
３ヶ月または１ヶ月に一回面談あ
り。
個人懇談は実施して良かったと感
じます。デメリットがほとんどない
かな。

保護者会の活動支援や、保護
者会等の開催により保護者同
士の連携が支援されている
か。

有志の方々がやってくださってい
るが、特定のグループが出来てい
て一方的なラインが来るのが困る
と聞いたことがある。
保護者間での思いの差はあるが、
サポートは園として行っている。
活動休止している母の会の復活が
今後あるのか分からない。
お母さん同士のグループが出来て
いて入りづらいという話を聞きま
した。（母の会のことだと思いま
す）
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はい いいえ
どちらと
もいえな
い

わからない
意見を踏まえた

対応
質問内容 意見

⑭ 15 0 0 3

園だよりは前月25日発行
で行っている。
年間行事についてはコドモ
ンアプリ内にもある為、そこ
を確認してもらうよう声か
けを行っていきます。
急な予定はその都度配信を
行っていきます。

⑮ 15 0 1 2

⑯ 17 0 1 0

⑰ 15 0 1 2

入職して間もなければ、先
輩職員や園内研修等でスキ
ルUPしていただきたいと
思います。
知りたいことなど具体的に
提案したり質問して頂けた
らと考えます。

⑱ 11 0 3 4

理解していけるよう、職員同
士でチームとなりレベルアッ
プしていきましょう。
長く働き続けていけるよう
学び合っていきましょう。

保
護
者
へ
の
説
明
等

子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達の為の配慮が
なされているか。

絵カード等の視覚支援を使い、意
思疎通が以前よりスムーズになっ
てきた。保護者にはカードには実
物を見てもらい、伝え方を共有し
ている。
保護者への情報が遅いので、もう
少し早く行事や予定を知りたいと
言われた。
コドモンアプリ等を利用したり、個
別に連絡などを行っている。

定期的に会報やホームページ
等で活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報や業務に関す
る自己評価の結果を利用者に
対し発信しているか。

はまっこ新聞やコドモンの写真に
て子どもの様子が分かりやすく発
信されていると思う。
手作りの新聞や日常写真共有もア
プリで行っている。また、ブログで
月1回様子を発信できている。
自己評価の公表もHP上にアップし
ている。

個人情報の取り扱いに十分注
意されているか。

記名等ある物の処分も必ずシュ
レッター等で行い十分に注意を
行っている。

満
足
度

子どもは通所を楽しみにして
いるか。

子どもの理解が未だ不足している
私にとっては何とも言えません。
元気に通園してくれる子が多い印
象。
活動等好きなことを楽しみに来る
と保護者様により聞いている。
子どもたちが笑顔いっぱいで毎日
過ごしている。

事業所の支援に満足している
か。

支援とは何かが具体的に理解して
いないので、何とも言えません。
日々精進すべきことだと考える。
職員全員で子どもの支援をよりよ
くしていきたい。
はまっこに来て良かったの声を頂
けることが多い。
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